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船舶事故調査報告書 

 

                              令和８年６月１０日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 爆発 

発生日時 令和５年１２月１０日 １２時２４分頃 

発生場所 京浜港東京第３区 

 東京木材投下
と う か

泊地
は く ち

防波堤西灯台から真方位０１８°２.３海里

（Ｍ）付近 

 （概位 北緯３５°３９.３′ 東経１３９°４９.９′） 

事故の概要  プレジャーボートSankyumaru
ｻ ﾝ ｷ ｭ ｳ ﾏ ﾙ

は、航行中、機関室で爆発が発生し

た。 

 Sankyumaru は、機関室等に破損を生じた。 

事故調査の経過  令和５年１２月１２日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

プレジャーボート Sankyumaru、１３トン 

２４１－１０３８０東京、株式会社野村（Ａ社） 

 １１.２５ｍ（Lr）×４.０３ｍ×２.２９ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関２基、船内機、３９７.１８kＷ（合計）、４サイク

ル、機関回転数毎分２,４００、６気筒、ボア１０４.７mm、使用

燃料軽油、機関製造年月日不詳、進水年月日不詳 

 乗組員等に関する情報 船長 ７０歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日 平成２年６月８日 

  免許証交付日 令和２年３月２６日 

         （令和７年１０月１７日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 機関室及び操舵室を兼ねたキャビン等に破損（全損） 

 気象・海象 

 

気象：天気 晴れ、風向 南南東、風力 １、視界 良好 

海象：海上 平穏 

 事故の経過 

 

 本船は、令和５年１２月１０日、船長が１人で乗り組み、船舶所有

者（以下「所有者」という。）及び知人５人を同乗させ、１１時３０

分頃修理を終えた機関の試運転の目的で、東京都江東区所在のマリー

ナを出航した。 

 本船は、出航後に江東区砂町運河内の燃料補給スタンドで軽油を補
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給して１２時００分頃発進し、船長がフライングブリッジ中央付近に

ある操縦ハンドルの前に立って手動操舵で操船に当たり、同ブリッジ

に知人１人を、後部甲板に所有者及び知人４人を乗せて、機関回転数

毎分約６００（rpm）、約２～３ノットの対地速力で、東京都荒川区の

荒川に向かった。 

 船長は、１２時１５分頃、江東区新砂水門を通過する際、主機の機

関回転数を１,０００rpmに上げた後、船尾外板に設けた左舷主機排気

管から多量の黒煙が排出しているのを認めた。また、左舷主機の機関

回転数が６００rpm に下がっているのを見て、マリーナに戻ることと

したが、荒川に入らないと反転できないので、荒川に入ったところで

本船を反転させた。（図１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 船長は、１２時２４分頃、本船がマリーナ東方の砂町運河を北西進

中、突然、‘機関室で何かが爆発したような大きな音’（以下「爆発

音」という。）を聞いた。 

 船長は、何事が起こったのかと思い、操船したまま下方を見たとこ

ろ、機関室上部のキャビン床面が吹き飛んで‘船体中央部付近の両舷

船体外板にそれぞれ亀裂及び破損’（以下「本件損傷箇所」という。）

が生じ、本件損傷箇所から黒煙が噴出しているのを認めた。 

（写真１～４、図２ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 船体平面略図 

操舵室を兼ねたキャビン 

フライング 

ブリッジ 

主機排気及び冷却水排出管 

機関室 
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 後部甲板にいた所有者は、マリーナにいた知人に携帯電話で船体が

爆発したことを連絡していた時、２回目の爆発音を聞き、知人に海上

保安庁へ通報を依頼した。 

 船長を含む乗船者は、本船から噴出した黒煙を見た付近航行中の船

舶に救助された後、マリーナに搬送された。 

 本船は、その後、破損箇所から海水が機関室に大量に流入し、１２

図２ 機関室略図 

破損の箇所 

右舷燃料油タンク（６００ℓタンク） 
（機関室床下に設置） 

機関室高さ 
約１.０ｍ 

自然通風筒 

自然通風筒 

破損の箇所 

バッテリー 
左舷主機 

右舷主機 

約３.６ｍ 

約３.６ｍ 

船首 

発電機 

左舷燃料油タンク（６００ℓタンク） 
（機関室床下に設置） 

写真１ 船体左舷 写真２ 船体左舷破損の箇所 

○船体左舷破損の箇所 最大縦方向約１４０cm×横方向約１６０cm 

写真３ 船体右舷 

○船体右舷破損の箇所 最大縦方向約１４０cm×横方向約２２０cm 

写真４ 船体右舷破損の箇所 
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 「電磁接触器」とは、主接点部を電磁石の力によって電気の経路をオン・オフするスイッチのことをいう。 

時３０分頃事故発生場所付近で沈没した。 

 本船は、後日、所有者が手配した業者によって台船に引き揚げら

れ、廃船処理された。 

（付図１ 事故発生場所概略図 参照） 

 その他の事項 

 

(1) 機関設備に関する情報  

① 所有者は、令和５年８月頃本船を中古で購入した際、主機の

始動及び運転ができていたので、購入後に整備を行わなかっ

た。また、本船購入前の主機整備履歴を本事故後に調べたが分

からなかった。一方、発電機の運転が不調であったので修理を

行った。 

② 機関室両舷の内底板下に燃料油タンクが設置されており、本

事故当日、軽油がそれぞれ約６００ℓ入っていた。 

③ 機関室の換気のため、自然通風筒が機関室船尾側の両舷にそ

れぞれ１個設置されていた。 

（図２ 参照） 

(2) 本事故当日の機関室に関する情報     

   ① 船長は、出航前に、機関室で海水元弁を全開にした後、フラ

イングブリッジで主機を始動し、機関音を聞いて運転状態が良

好であったので、改めて機関室に移動して主機、主機排気管、

冷却水排出管等の点検をしなかった。 

② 本事故当時、キャビン等の空調装置が運転されており、同装

置を始動又は停止させる電磁接触器 が機関室に設置されてい

た。 

③ 機関室には可燃性ガスの入った缶類等は置かれていなかっ

た。 

(3) 本事故後の機関設備の状況 

主機は、‘左舷主機過給機出口管と左舷主機冷却水排出管を接続

するゴムホース（直径約１０㎝）’（以下「ゴムホース」という。）

の両端を止めるホースバンド（金属製）２個のうち、主機冷却水

排出管側の１個が外れていた。（写真５、写真６、図３参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真６ 外れていた左舷主機冷却水排出管 

側のホースバンド 

写真５ ○ゴムホースの取付け部 

冷却水排出管 

船尾側 

過給機 
出口管 
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 「コミュテーター（整流子）」とは、ブラシ付き直流モーターや発電機において、回転するコイルに流れる電流の

向きを切り替えて一方向への回転を持続させる機械部品のことをいう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

あり 

なし  

(1) 船長は、マリーナを出航する際、主機を始動し、機関音を聞い

て異状がないと思ったことから、機関室に移動して主機、主機排

気管、冷却水排出管等の状況確認をしなかったものと考えられ

る。 

(2) 本船は、主機の機関回転数を１,０００rpm に増速して航行中、

船長が、船尾の左舷主機排気管出口からの多量の黒煙の排出及び

左舷主機機関回転数の６００rpmまでの低下を認めたことから、左

舷主機冷却水排出管側のゴムホースが外れたものと考えられる。 

(3) 本船は、主機を増速した後、左舷主機冷却水排出管側のゴム 

ホースが外れ、排気ガスが噴出したことから、本事故当時、機関

室に排気ガスに含まれる可燃性ガスが充満して何らかの着火源に

よって爆発及び出火する状態にあった可能性があると考えられ

る。 

(4) 機関室に充満した可燃性ガスの着火源は、本事故当時、機関室

で運転及び作動していた機器の状況から、①左舷主機の排気管か

ら流出した排気ガスの熱及び火花、②発電機のコミュテーター

（整流子） とブラシの間に発生する火花、③空調装置の電磁接触

器が開閉した際の火花が可能性として考えられるが、爆発及び出

火に至った状況を明らかにすることはできなかった。 

主機排気及び主機冷却水の排出経路 
（船尾外板を経て船外へ） 

外れていたホースバンド 過給機 

主機冷却水 

排気 

ホースバンド 

ゴムホース 

過給機出口管 

冷却水排出管 

図３ 左舷主機排気及び左舷主機冷却水排出系統略図 
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付図１ 事故発生場所概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) (1)～(4)から、本船は、京浜港東京第３区を航行中、機関室で

爆発が発生したものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が、京浜港東京第３区を航行中、機関室内に排気ガ

スに含まれる可燃性ガスが充満して着火し、爆発したものと考えられ

る。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・船長は、出航前に機関室の点検を行い、また、主機を始動した

後、機関室において、主機、主機の付属機器、排気管、冷却水管

等の状況確認を行うこと。 

 ・船長は、航行中、定期的に機関室の見回りを行い、排気ガスの漏

えい、配管の固定器具の緩み及び脱落がないかなど、適切な点検

を行うこと。 

東京都 

東京湾 

事故発生場所 
（令和５年１２月１０日  
１２時２４分頃発生） 

東京木材投下泊地防波堤西灯台 

東京東航路 

荒川 

江東区 

砂町運河 

新砂水門 

ﾏﾘｰﾅ 


